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ファイザーファイザー 中央研究所中央研究所 概要概要

iファイザー研究開発部門 の日本の拠点として、

「鎮痛」・「消化管疾患」の疾病分野で、画期的な

薬を世に送り出すための研究・開発を行っています。
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課題課題

IAサーバの台数がどんどん増える！

管理コストが増加。

(アクセス管理、Security Patch 適用、BackUp、…)

H/W 保守料金が増加。

消費電力が増加。(ISO14001に対応する必要有）

サーバ設置スペースが不足。
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なぜサーバが増えるなぜサーバが増える((増えた）のか増えた）のか??

所員の増加に対応して、それぞれ部署の要望

又は、システムの要件毎に、特に将来計画を

考慮せずサーバを増やしていた。

→

サーバのスペックとそのシステムの使用率が

つりあっていない。

サーバ機種(スペック・筐体)もバラバラ。
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なぜサーバが増えるなぜサーバが増える((増えた）のか増えた）のか??

予算、納期等の問題で暫定対応として

低スペックのPCで対応していた。

（旧マシン、場合によってはDeskTopPCを利用）

→

サーバマシンとしては不適格。
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なぜサーバが増えるなぜサーバが増える((増えた）のか増えた）のか??

研究室毎に、使用する用途が限定された

アプリケーションが多く存在する。

また、それらのアプリケーションは他の

アプリケーションとの混在を嫌う。

→

サーバ毎の使用人数は少ない。
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なぜサーバが増えるなぜサーバが増える((増えた）のか増えた）のか??

海外サイトからの要求に対応する必要がある。

(グローバルで導入するシステムへの対応)

→

予期しない海外からの要求。

準備しても、使用しない場合もある。
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課題を解決するために課題を解決するために

・サーバ利用率の増減に柔軟に対応可能。

・サーバの設置/廃棄が簡易な手続きで可能。

仮想化技術の利用を検討

→ VMWareの導入を決定！
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ホストの構成ホストの構成

ESXServer or GSXServer ?
ホストOSの影響を少なくしたい。

Windowsをホストに利用することは、安定性、セキュリティ

パッチへの対応を考えると不安。 Linux については 新

の情報を取得しつづけることは困難。

→ ESXServer の導入を決定

H/W?
ブレードサーバの導入も検討したが、当時HP製で

要求するスペックを満たす機種は存在しなかった。

→ HPのラックマウントサーバの導入を決定

DL360 R03 X3060-1M 2CPU 2GBx2 HD 146.8G
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導入方針導入方針

既存サーバをそのまま仮想マシンに移行するのではなく統
合・廃棄作業を同時に実施する。

既存サーバの構成を、スペック・用途の面から

どのように仮想化出来るか検討する。

新規サーバの設置プロセスの明確化

サーバ設置/廃棄作業時のプロセスを明確化し

無駄なサーバを増やさない。

仮想マシンの作成についても、標準操作手順書を

作成し、仮想マシンの構成情報を統一する。
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VMWareVMWare導入スケジュール導入スケジュール

2003年9月 Phase1 1台のESXServerを導入

仮想マシン3台を設置

EMCに接続

2004年3月 Phase2 4台のESXServerを導入

19台の物理サーバに対して移行作業

2004年11月 Phase3      1台のESXServerを導入

テスト環境作成用

2005年2月 Phase4 1台のESXServerを導入

3台の物理サーバに対して移行作業
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Phase1 Phase1 詳細詳細11

3台の仮想マシンを設置

Metaframe Server, Terminal Server, Application Server

SANストレージに対応

ESXServerと、EMC Symmetrix をSAN接続。

仮想マシンのコピーをEMCストレージに配置し、サーバ本体で

稼動している仮想マシンに何らかの障害が発生した場合に、

バックアップとして切り替えが可能なように設定。
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Phase1 Phase1 詳細詳細22

マスタファイルの作成

Windows2000Server に、サービスパック、セキュリティパッチ

及び、 ウイルス対策ソフト等をインストールした仮想マシンを、

日本語版・英語版でそれぞれ作成しマスタとして保管。

新規の仮想マシンを作成するときに、利用する。

その他

パフォーマンス・安定性・利便性の確認及びテスト。
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Phase2 Phase2 詳細詳細11

19台のサーバを半年間で仮想マシンに移行

OSを変更したため、一部のアプリケーション

に改良を実施。

仮想マシンは、数回に分けて追加。



16

Phase2 Phase2 詳細詳細22

7: Print SV7

8: File SV1

9: File SV2

10: Antivirus SV1

12: Application SV1

1: Print SV1

11: Antivirus SV2

15: Application SV4

16: Web SV1

1: New Print SV1 (240台管理)

2: New Print SV2  (60台管理)

3: New File SV1

4: New Antivirus SV1  (McAfee)

5: New Antivirus SV2  (Symantec)

1: New Application SV1 (.Net)

2: New Web SV1 (IIS6.0)

ESXServer1

ESXServer2
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Phase2 Phase2 詳細３詳細３

17: Application SV4

19: Application SV6

1: New Application SV1

1: Image Database SV1

ESXServer3

ESXServer4

2: New Application SV2

3: New Application SV3
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現在の構成現在の構成
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Phase3Phase3-- 4 4 詳細詳細

追加の要望（ITStaff用等)に対応するための

ESXServerを設置。
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導入によるメリット導入によるメリット11

1. サーバ設置に必要な時間を短縮。

マスタを利用した作業で、30分～1時間程度で完了。

2. テスト用のサーバを簡単（気楽）に作成出来る。

3. マシンのフルバックアップが簡単。

(ServicePackの導入時等に便利）

4. サーバの利用効率・目的に応じて、メモリ使用量の増加/削
減、ハードディスクの増設等、構成変更が簡単。
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導入によるメリット導入によるメリット22

5. H/Wの保守費用削減。

(特に古いサーバは保守料金が高価）

6. ESXServer間での仮想マシンの移動が簡単。

7. 物理的な占有スペースが削減。

8. リモートコンソールによるサーバ操作が便利。
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問題点問題点11

1. アプリケーションの仮想マシン上での動作保証。

(Pfizerが責任を持つことで対処）

2. CPUライセンスが仮想マシンに未対応。

(個別に対処、仮想マシンに対応していない場合は

物理CPU数でカウント）

3. ハードウエア・ホストOSに障害が発生した場合の影響。

（現在まで、障害は発生していない、ホストマシンは

半年以上連続稼動している）
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問題点問題点22

4. それぞれの仮想マシンの負荷及び、ホストの
負荷監視。

5. 仮想マシンに限界がきた時の対処。
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今後の展開今後の展開

VirtualCenter/Vmotionの導入検討。

BCP、DRPへの適用検討。

他部門でのVMWareの利用検討。
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御静聴ありがとうございました。


